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長期観察高齢者住民コホートを用いた
運動器疾患の実態の解明
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運動器疾患

37.3
ロコモティブ
シンドローム
（ロコモ）



生活習慣病
(メタボなど)・やせ

加 齢

生

活

機

能

ロコモ対策

フレイル対策

小児期からの対策→生活習慣病（メタボなど）・やせ対策→フレイル・ロコモ対策

ロコモ

フレイル
生活機能(破線)
は加齢に伴い
徐々に低下する
ことが多い

ロコモ・フレイ
ルへの適切な介
入で生活機能維
持・改善を目指
す

要介護予防のためのライフコースアプローチと領域横断的アプローチ

日本医学会連合 領域横断的なフレイル・ロコモ対策の推進に向けたワーキンググループ 「フレイル・ロコモ克服のための医学会宣言」解説 2022年4月1日



Research on Osteoarthritis/osteoporosis 
Against Disability (ROAD) Study



直接聞き取り調査：400項目以上(身体状況、QOL、WOMAC等)

問診・診察（全身所見、局所所見、認知機能(MMSE)等）

血液尿検査とゲノム解析用検体採取

単純X線検査（腰椎、膝、股関節）、骨密度検査

都市型コホート（板橋区）

山村型コホート（日高川町）

漁村型コホート（太地町）

ベースライン
2005-2007

ROADスタディ
大規模住民コホートにおける骨関節疾患データベースの構築・追跡



200項目以上の問診(生活習慣):身体状況の変化, QOL, 栄養, 運動等

診察(整形外科医):既往歴, 家族歴, 全身所見, 局所所見, 認知機能等

身体測定, 血圧, 血液尿検査, 歩行能力,平衡機能,筋量測定,筋力測定

画像検査:単純X線(腰椎, 膝, 股関節), MRI, 骨密度等

都市型コホート（板橋区）

山村型コホート（日高川町）

漁村型コホート（太地町）

3年後の第2回調査 2008-2010

ROADスタディ
大規模住民コホートにおける骨関節疾患データベースの構築・追跡

7年後の第3回調査 2012-2013

10年後の第4回調査 2015-2016

13年後の第5回調査 2018-2019

17年後の第6回調査 2022-2023



ROAD スタディ (2005-2023)

2005

2012

2015

第2回調査

ベースライン

第3回調査

第4回調査

2008 サルコフレイル MRI (Spine)

MRI 
(Spine,Brain)

ロコモ度
テスト

2018 第5回調査

転居、
生死、

要介護への
移行を
チェック

2022 第6回調査

大規模住民コホートにおける骨関節疾患データベースの構築・追跡

手のOA

詳細な問診、運動器(骨、関節、筋)、認知症、メタボ、ゲノム

音声検査 手足のOA



ROAD スタディ (2005-2023)

2005

2012

2015

2008 サルコフレイル MRI (Spine)

MRI 

(Spine,Brain)
ロコモ度
テスト

2018

転居、
生死、

要介護への
移行を
チェック

2022

延べ参加者数15,693人（男性5,164人、女性10,529人）

手のOA

足のOA

詳細な問診、運動器(骨、関節、筋)、認知症、メタボ、ゲノム3,040 subjects (1,061 men, 1,979 women)

2,674 subjects (901 men, 1,773 women)

2,566 subjects (837 men,1,729 women)

2,893 subjects (895 men, 1,998 women)

2,386 subjects (768 men, 1,618 women)

2,134 subjects (702 men, 1,432 women)

第2回 (3年目）

ベースライン

第3回 (7年目）

第4回 (10年目）

第5回 (13年目）

第6回 (17年目)



ロコモ度1

移動機能の低下が
始まっている状態

ロコモ度2

移動機能の低下が
進行している状態

ロコモ度3

移動機能の低下が
進行し、社会参加に
支障をきたしている
状態

立ち上がりテスト

片足で40cm×
両足で20cm○

両足で20cm×
両足で30cm○

両足で30cm×

2ステップ値 1.1≤, <1.3 0.9≤, <1.1 <0.9

ロコモ25 (点) 7≤, <16 16≤, <24 24≤

ロコモ度を判定する臨床判断値

日本整形外科学会ロコモティブシンドローム予防啓発公式サイトより



ロコモ度1の有病率

(%) (%)

Total 41.3％、Men 42.7%、Women 40.6%
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Yoshimura N, et al. J Bone Miner Metab, 2022



Total 14.9％、Men 14.4%、Women 15.1%
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Yoshimura N, et al. J Bone Miner Metab, 2022

ロコモ度2の有病率



WomenMen
(%)

Age [yrs]

(%)

Age [yrs]

Total 11.6％、Men 9.6%、Women 12.5%
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Yoshimura N, et al. J Bone Miner Metab, 2022

ロコモ度3の有病率



WomenMen(%) (%)

Total 67.7％、Men 66.7%、Women 68.2%
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ロコモ度1,2,3の有病率
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Yoshimura N, et al. J Bone Miner Metab, 2022



Total

3020万人

930万人

710万人

4660万人

Men

1460万人

390万人

210万人

2060万人

Women

1560万人

540万人

500万人

2600万人

Yoshimura N, et al. J Bone Miner Metab, 2022

ロコモ度1, 2, 3の該当者数
(≥40歳)

ロコモ度1

ロコモ度2

ロコモ度3

ロコモ度1以上

平成22年(2015年）国勢調査結果を用いて推定



ロコモの経過（要介護）



要介護累積発生率 (65歳以上)

(%/yr)

年齢(歳)

(%/yr)
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年齢(歳)

総数2.4%/yr、 男性1.7％/yr、女性2.8％/yr、男女差なし

WomenMen

Yoshimura N, et al. J Bone Miner Metab, 2022



ロコモ度と要介護発生リスク
(65歳以上)

オッズ比

1

1.03

1.09

3.63

95%信頼区間

Reference

0.44-2.44

0.43-2.79

1.41-9.31

p-value

-

0.81

0.59

0.007

性、年齢、体格指数、地域を調整したロジスティック回帰分析にて推定

ロコモ度０

ロコモ度１

ロコモ度２

ロコモ度３

Yoshimura N, et al. J Bone Miner Metab, 2022



ロコモと死亡
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累積死亡率

年齢(歳) 年齢(歳)

総数1.4%/yr、 男性2.3％/yr、女性0.9％/yr、男性＞女性

Yoshimura N, et al. J Bone Miner Metab, 2022



ロコモ度と死亡リスク

オッズ比

1

0.92

2.06

3.78

95%信頼区間

Reference

0.43-2.01

0.87-4.84

1.55-9.25

p-value

-

0.83

0.10

0.004

ロコモ度０

ロコモ度１

ロコモ度２

ロコモ度３

性、年齢、体格指数、地域を調整したロジスティック回帰分析にて推定

Yoshimura N, et al. J Bone Miner Metab, 2022



The ROAD to the future

東山魁夷「道」 1950、東京国立近代美術館



第7回ROAD スタディ (2025-2026)

2012

2015

2018

2022

2025

2005

第2回調査

ベースライン

第3回調査

第4回調査

2008 サルコフレイル MRI (Spine)

MRI 
(Spine,Brain)

ロコモ度
テスト

第5回調査

第6回調査

手のOA

詳細な問診、運動器(骨、関節、筋)、認知症、メタボ、ゲノム

音声検査 手足のOA

第7回調査

転居、
生死、

要介護への
移行を
チェック



骨いきいきと、関節なめらかに。

天国への階段を歩いてのぼろう！
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